
砂上の熱戦
　あづま CUP2019 ビーチバレー大会が７月 28 日、あづ
ま海水浴場で開催され、炎天下の砂浜で選手たちは大粒の
汗を流しながら夢中でボールを追いかけました。
（関連記事＝ P３）



①

②③

④⑤

⑨

⑥

⑦

⑧

⑩

　

27
日
の
夏
祭
り
納
涼
大
会
で

は
、
夏
の
風
物
詩
を
楽
し
も
う
と
約

１
１
０
０
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

特
設
ス
テ
ー
ジ
前
の
観
客
席
に
は

開
演
前
か
ら
多
く
の
参
加
者
が
腰
を

据
え
て
待
ち
ま
し
た
。「
ケ
・
ア
ロ

ア
ロ
・
ケ
イ
キ
」
に
よ
る
フ
ラ
ダ
ン

ス
で
幕
開
け
し
、
長
島
町
観
光
協
会

の
波
戸
正
和
副
会
長
が
「
た
く
さ
ん

の
か
た
に
来
て
い
た
だ
き
感
謝
。
最

後
ま
で
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
あ

い
さ
つ
。
獅
子
島
七
郎
太
鼓
や
子
ど

も
た
ち
に
よ
る
ダ
ン
ス
、
台
湾
出
身

の
翠す
い
め
い明
さ
ん
の
歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど
が

披
露
さ
れ
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
焼
き
鳥
や
た
こ
焼
き
、

く
じ
引
き
な
ど
の
出
店
が
軒
を
連

ね
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
思
い
思

い
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
冷
凍
庫
や
扇
風
機
な

ど
が
当
た
る
お
楽
し
み
抽
選
会
が
あ

り
、
最
後
は
色
鮮
や
か
な
打
ち
上
げ

花
火
に
参
加
者
ら
は
酔
い
し
れ
ま
し

た
。

　

28
日
に
は
ブ
リ
の
つ
か
み
取
り
大

会
と
あ
づ
ま
Ｃ
Ｕ
Ｐ
２
０
１
９
ビ
ー

チ
バ
レ
ー
大
会
が
あ
り
ま
し
た
。

　

特
産
品
「
鰤
王
」
を
求
め
て
県
内

外
か
ら
２
２
４
人
が
参
加
し
た
ブ
リ

の
つ
か
み
取
り
大
会
で
は
、
ス
タ
ー

ト
の
号
砲
と
と
も
に
子
ど
も
た
ち
が

勢
い
よ
く
海
へ
向
か
っ
て
走
り
ま
し

①納涼大会の最後を飾った打ち上げ花火②ボンボン釣りを楽
しむ親子③迫力のある演奏で会場を沸かした獅子島七郎太鼓
④息の合ったパフォーマンスで魅了した子どもたちのダンス
⑤定番の歌謡曲などを披露した翠明さんのステージ⑥大物ブ
リを抱きかかえて喜ぶ子ども⑦スタートの号砲で一斉に海に
駆け出す子どもたち⑧暴れるブリに悪戦苦闘⑨ビーチバレー
大会優勝チーム「イッシーズ」のメンバー⑩ネット際の攻防
は手に汗握る展開

た
。
海
に
浸
か
り
前
の
め
り
の
態
勢

で
、
素
早
く
動
く
ブ
リ
に
狙
い
を
定

め
る
も
四
苦
八
苦
。
や
っ
と
の
思
い

で
つ
か
ま
え
る
も
腕
の
中
で
暴
れ
る

ブ
リ
に
子
ど
も
た
ち
は
懸
命
な
様
子

で
し
た
。
保
護
者
ら
は
カ
メ
ラ
を
片

手
に
、
ブ
リ
を
抱
き
か
か
え
な
が
ら

笑
顔
あ
ふ
れ
る
わ
が
子
を
応
援
し
て

い
ま
し
た
。

　

神
奈
川
県
川
崎
市
か
ら
参
加
し
た

小
学
４
年
生
の
福
崎
隆
人
君
は
「
３

回
目
の
参
加
で
ブ
リ
の
つ
か
ま
え
方

も
慣
れ
て
き
た
。
し
っ
ぽ
を
先
に
つ

か
む
こ
と
が
コ
ツ
」
と
満
足
そ
う
な

様
子
で
話
し
ま
し
た
。

　

強
い
日
差
し
が
照
り
付
け
る
砂
浜

で
行
わ
れ
た
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
大
会
に

は
61
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
見
ご
た
え

の
あ
る
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　

珍
プ
レ
ー
に
は
笑
い
が
起
こ
り
、

好
プ
レ
ー
に
は
相
手
チ
ー
ム
か
ら
も

拍
手
が
送
ら
れ
る
な
ど
和
や
か
な
雰

囲
気
で
大
会
は
進
み
、
毎
試
合
終
了

す
る
と
両
チ
ー
ム
の
選
手
が
握
手
で

た
た
え
合
い
、
ノ
ー
サ
イ
ド
と
な
り

ま
し
た
。

　

優
勝
し
た
イ
ッ
シ
ー
ズ
（
さ
つ
ま

町
）
の
池
田
龍
之
介
さ
ん
は
「
初
出

場
で
優
勝
で
き
て
嬉
し
い
」
と
喜
び

ま
し
た
。

笑
い
声
あ
ふ
れ
る
真
夏
の
ビ
ー
チ

　
「
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ｉ
ｎ
な
が
し
ま
２
０
１
９
」
が
７

月
27
日
と
28
日
の
２
日
間
あ
づ
ま
海
水
浴
場
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。27
日
に
納
涼
大
会
、28
日
は
ブ
リ
の
つ
か
み
取
り
大
会
と
ビ
ー

チ
バ
レ
ー
大
会
が
行
わ
れ
、
多
く
の
参
加
者
が
夏
の
長
島
を
楽
し

み
ま
し
た
。
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↑選手宣誓する大堂さん

↑リフォームで生まれ変わったあさひや（食堂の営業は不定期）

↑朝日屋旅館の面影を残す外観

目指せ、自己ベスト

第
14
回
長
島
町
水
泳
記
録
会

↑事業者の仕事内容を聴き取る学生

↑発信力を身に付けるプレゼンの様子

わが町の地方創生

新
た
な
交
流
拠
点
が
誕
生　

７
月
13
日
、
指
江
地
区
に
「
あ
さ

ひ
や
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
空
き
家
に
な
っ
て
い
た

朝
日
屋
旅
館
の
建
物
を
地
域
お
こ
し

協
力
隊
隊
員
ら
が
つ
く
る
商
社
「
長

島
未
来
企
画
」
が
購
入
、
リ
フ
ォ
ー

ム
し
て
交
流
施
設
と
し
て
再
生
さ
せ

た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
町
内
外
か
ら
多
く
の
か
た

が
集
ま
り
、
地
元
食
材
が
ふ
ん
だ
ん

に
使
わ
れ
た
料
理
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

食
堂
の
管
理
と
料
理
を
担
当
す
る

同
隊
員
の
甲
斐
友
也
さ
ん
は
「
町
民

同
士
や
町
外
の
か
た
と
町
民
を
つ
な

ぐ
交
流
拠
点
に
し
た
い
」
と
抱
負
を

述
べ
ま
し
た
。

３
日
目
に
レ
ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド
太
陽
の

里
で
行
わ
れ
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で

は
、
事
業
者
と
の
対
話
を
通
し
て
感

じ
た
仕
事
の
魅
力
や
課
題
な
ど
を
伝

え
る
動
画
制
作
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
「
達
者

の
家
」
を
訪
問
し
た
２
年
生
の
小
島

真
希
さ
ん
は
「
利
用
者
の
か
た
と
の

信
頼
関
係
構
築
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

プ
レ
ゼ
ン
を
行
い
、
自
分
の
意
見
を

上
手
く
説
明
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

と
思
う
」と
充
実
し
た
様
子
で
し
た
。

　

長
島
大
陸
Ｎ
セ
ン
タ
ー
は
７
月
16

日
か
ら
18
日
の
３
日
間
で
鹿
児
島
純

心
女
子
高
校
（
鹿
児
島
市
）
の
１
・

２
年
生
40
人
を
対
象
に
起
業
家
体
験

学
習
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
学
生
が
社
会
で
起
こ
っ

て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
例
に
向
き
合

い
、
考
え
た
こ
と
を
相
手
に
伝
え
る

こ
と
で
自
身
と
他
者
と
の
対
話
力
を

養
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

初
日
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で

は
、
学
生
が
町
内
の
農
業
や
観
光
業

な
ど
の
事
業
者
を
訪
問
し
、
職
業
体

験
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施
。
２
・

　

第
14
回
長
島
町
水
泳
記
録
会
が
７

月
23
日
、
町
民
プ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
大
会
は
町
内
の
小
学
５
・
６
年

生
の
児
童
２
２
４
人
が
自
由
形
や
平

泳
ぎ
な
ど
の
種
目
で
競
い
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
大
浦
慶
子
教
育
長
が

「
今
日
ま
で
練
習
し
て
き
た
こ
と
を

信
じ
て
最
後
ま
で
粘
り
強
く
ゴ
ー
ル

し
て
ほ
し
い
」
と
激
励
。
選
手
を
代

表
し
て
蔵
之
元
小
６
年
の
大
堂
夢
華

さ
ん
が
「
自
分
の
記
録
を
少
し
で
も

縮
め
ら
れ
る
よ
う
に
精
一
杯
泳
ぐ
こ

と
を
誓
い
ま
す
」
と
力
強
く
宣
誓
し

ま
し
た
。

　

観
戦
に
訪
れ
た
多
く
の
家
族
な
ど

が
見
守
る
中
、「
頑
張
れ
」
の
声
援

を
受
け
た
選
手
は
ゴ
ー
ル
を
目
指

し
、
力
い
っ
ぱ
い
の
泳
ぎ
を
披
露
。

競
技
を
終
え
た
選
手
に
は
温
か
い
拍

手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

男　子
5 年
　25 ｍ自由形　　　21 秒２　岩本　晴陽　( 鷹　巣 )
　50 ｍ自由形　　　44 秒１　小屋　　匠　( 城川内 )
　25 ｍ平泳ぎ　　　34 秒９　嵜川　　伸　( 鷹　巣 )
　50 ｍ平泳ぎ　　　53 秒５　小屋　　匠　( 城川内 )
　50 ｍ背泳ぎ　　　57 秒３　宮﨑　敢大　( 鷹　巣 )
6 年
　50 ｍ自由形　　　39 秒２　楠元　仁道　( 城川内 )
　100 ｍ自由形　1 分 52 秒８　平田　綜時　( 鷹　巣 )
　50 ｍ平泳ぎ　　　59 秒９　大平　惺士　( 鷹　巣 )
　100 ｍ平泳ぎ　２分 01 秒５　長元　柊介　( 鷹　巣 )
　50 ｍ背泳ぎ　１分 00 秒４　脇田　煌翔　( 蔵之元 )
5・6年
　200 ｍリレー　２分 50 秒０　城川内小

（小屋匠・大平颯・楠元仁道・町田悠太郎）

女　子
5 年
　25 ｍ自由形　　　21 秒２　白濵　花波　( 獅子島 )
　50 ｍ自由形　　　47 秒０　宮脇　芹奈　( 鷹　巣 )
　25 ｍ平泳ぎ　　　34 秒５　岩下　美優　( 鷹　巣 )
　50 ｍ平泳ぎ　　　57 秒８　吉元　志織　( 城川内 )
　50 ｍ背泳ぎ　１分 02 秒８　浦　樹璃亜　( 川　床 )
6 年
　50 ｍ自由形　　　41 秒３　平澤　幸音　( 城川内 )
　100 ｍ自由形　１分 51 秒９　村迫妃百合　( 鷹　巣 )
　50 ｍ平泳ぎ　　　53 秒４　大堂　夢華　( 蔵之元 )
　100 ｍ平泳ぎ　１分 57 秒２　大堂　夢華　( 蔵之元 )
　50 ｍ背泳ぎ　　　58 秒０　野村　亜希　( 川　床 )
5・6年
　200 ｍリレー　３分 10 秒５　城川内小Ａ

（大戸しのぶ・吉元愛理・小川明日香・平澤幸音）

隊
員
ら
が
古
旅
館
を
改
修

高
校
生
が
対
話
力
を
磨
く

Ｎ
セ
ン
タ
ー
が
起
業
家
体
験
学
習
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　町では「人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づいて、職員の任免や職員数、給
与などの状況を公表します。（P ６～８）

町職員の給与などを公表します

１　職員の任免および職員数に関する状況
平成 29 年 4 月 1 日

職員数
平成 29 年４月１日

退職者数
平 成 30 年 4 月 1 日

採用者数
平 成 30 年 4 月 1 日

職員数
156 人 ８人 ６人 154 人

(3) 職員の初任給の状況（平成 30 年 4 月 1 日現在）

区　　分 長　島　町 国

一般行政職
大学卒 179,200 円 179,200 円

高校卒 147,100 円 147,100 円

(4) 一般行政職の級別職員数の状況（平成 30 年 4 月 1 日現在）

区　　分 1 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級 ７級

標準的な
職務内容

主事補
技師補

主事
技師

主任
主査

主幹
係長

課長補佐
技術補佐
主幹など

課長など 課長など

職員数 12 人 12 人 18 人 30 人 25 人 20 人 ０人

構成比 10.3％ 10.3％ 15.4％ 25.6％ 21.3％ 17.1％ 0.0%

(5) 職員の手当の状況
①期末手当・勤勉手当（平成 30 年度４月１日現在）

長　　島　　町 国

期末手当　2.6 月分　　　勤勉手当　1.8 月分 期末手当　2.6 月分　　　勤勉手当　1.8 月分
（加算措置の状況）

・役職加算 5 ～ 15％

（加算措置の状況）

・役職加算 5 ～ 20％　　管理職加算 10 ～ 25％

(2) 職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況（平成 30 年 4 月 1 日現在）

区　　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

長島町 44.0 歳 319,901 円 368,611 円

（注）１　「平均給料月額」とは、平成 29 年 4 月 1 日現在における職員の基本給の平均です。
　　２　「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、住居手当、時間外勤務手当など
　　　　のすべての諸手当の額を合計したものです。

２　職員の給与の状況
(1) 職員給与費の状況（一般会計決算）

区　　分
職員数 給　　与　　費 一人当たり

給与費 B/AＡ 給料 職員手当 期末・勤勉手当 計　Ｂ

平成 29 年度 137 人 526,693 千円 65,890 千円 212,412 千円 804,995 千円 5,875 千円

（注）１　職員手当には退職手当を含みません。
　　  ２　職員数は、平成 29 年 4 月 1 日現在の人数です。
　　  ３　国民健康保険など特別会計は含みません。

②退職手当（平成 30 年 4 月 1 日現在）　
長　　島　　町 国

（支給率）　　自己都合　　　　応募認定・定年

勤続 20 年　　19.67 月分　　　27.405 月分

勤続 25 年　　28.04 月分　　　34.5825 月分

勤続 35 年　　39.758 月分　　　　49.59 月分

最高限度額　　47.709 月分　　　　49.59 月分

       その他の 　　定年前早期退職特例措置

       加算措置　　（２％から 45％加算）

（支給率）　　　自己都合　　　　応募認定・定年

勤続 20 年　　19.67 月分　　　25.55625 月分

勤続 25 年　　28.04 月分　　　34.5825 月分

勤続 35 年　　39.758 月分　　　　49.59 月分

最高限度額　   47.709 月分　　　　49.59 月分

        その他の 　　定年前早期退職特例措

        加算措置　　（２％から 45％加算）　
１人当たり平均支給額　17,635 千円 　１人当たり平均支給額　　　―千円

③特殊勤務手当（平成 30 年 4 月 1 日現在）
支給実績（29 年度決算） 4,320 千円
支給職員１人当たり平均支給年額（29 年度決算） 139,355 円
職員全体に占める手当支給職員の割合（29 年度） 20.1％
手当の種類（手当数） 11 種類

手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務
税務手当 徴税事務に従事する職員 町税の賦課および徴収業務

水道業務手当 簡易水道の業務に従事する職員 簡易水道事業の維持管理業務
老人ホーム勤務手当 老人ホーム長生園に勤務する職員 老人ホームにおける介護業務など

指導主事手当 教育委員会に勤務する指導主事 教育委員会における指導主事業務

⑤その他の手当（平成 30 年 4 月 1 日現在）

手　当　名 内容および支給単価 国の制度
との異同

国の制度と
異なる内容

支給実績
（29 年度決算）

支給職員１人当たり平均
支給年額（29 年度決算）

扶養手当

・配偶者　　　　　　　6,500 円
・子　　　　　　　　10,000 円
・父母など　　　　　　6,500 円
・特定期間の加算 (16 歳～ 22 歳 )

　　　　　　　　　　5,000 円　

同 ― 20,176 千円 23,300 円

住居手当 ・借家　最高　27,000 円 同 ―   3,063 千円   20,500 円

通勤手当

・交通機関利用者
　運賃相当額（最高 55,000 円）

・交通用具使用者
　自動車などの使用者について
　片道 2km 以上の距離の場合、
　18,500 円を限度に支給

異

交通用具使
用 の 場 合、
距離単価が
相違

10,244 千円   8,100 円

管理職手当

・総務課長　　　　　40,000 円
・企画財政課長、総合管理課長
　　　　　　　　　   36,000 円

・その他の課長　　　32,000 円

同 ―   7,104 千円 32,700 円

④時間外勤務手当

支給実績（29 年度決算） 21,669 千円 職員１人当たり平均支給年額
（29 年度決算） 162 千円
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が
け
地
近
接
等
危
険
住
宅
移
転

事
業
と
は
、
が
け
地
の
崩
壊
な
ど

に
よ
り
、
住
民
の
生
命
に
危
険
を

及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
土
地
に

建
っ
て
い
る
住
宅
を
、
安
全
な
場

所
に
移
転
す
る
た
め
、
国
と
県
お

よ
び
町
が
移
転
者
に
危
険
住
宅
の

除
去
な
ど
に
要
す
る
費
用
と
、
新

た
に
建
設
ま
た
は
購
入
す
る
住
宅

に
要
す
る
経
費
（
金
融
機
関
か
ら

融
資
を
受
け
た
借
入
金
の
利
子
相

当
額
）
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付

す
る
制
度
で
す
。

▽
補
助
の
内
容

①
危
険
住
宅
の
撤
去
お
よ
び
移
転　

　
（
上
限
80
万
２
千
円
）

②
危
険
住
宅
に
代
わ
る
住
宅
の
建
設

　

な
ど
は
、
金
融
機
関
か
ら
融
資
を

　

受
け
た
場
合
の
借
入
金
の
利
子
相

　

当
額
（
上
限
７
２
２
万
７
千
円
）

▽
対
象

①
災
害
危
険
区
域

②
県
の
建
築
基
準
法
施
行
条
例
に　

　

基
づ
く
が
け
の
区
域

③
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

▽
そ
の
他

①
危
険
住
宅
居
住
者
の
親
族
が
居
住

　

者
の
た
め
に
住
宅
を
建
設
ま
た
は

　

購
入
す
る
場
合
も
対
象
と
な
り
ま

　

す
。

②
危
険
住
宅
を
撤
去
し
、
公
営
住
宅

　

に
入
居
し
た
り
親
族
の
住
宅
に
同

　

居
す
る
場
合
も
、
事
業
の
対
象
と

　

な
り
ま
す
が
、
空
き
家
の
撤
去
は

　

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

◎問い合わせ先
　役場総務課職員係　☎（86）1111［直通］

町職員の給与などを公表

３　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況（平成 30年 4月 1日現在）
区　　分 状　　　　　　況
勤務時間 午前８時 30 分～午後５時 15 分

休憩・休息時間 休憩時間　60 分

勤務を要しない日 土曜日、日曜日、国民の祝日、12 月 29 日～１月３日

年次休暇 １年間に 20 日。20 日を限度に翌年に繰り越し

その他の休暇 病気休暇、特別休暇、育児休暇など

４　職員の分限及び懲戒の状況（平成 29年度）　
　　なし

５　職員の服務の状況
　地方公務員法第 30 条に「すべて職員は、全体の奉仕者として公共の利益のために勤務し、かつ、職務の遂行
に当たっては、全力を挙げてこれに専念しなければならない。」と規定されています。
　この根本基準を実行するために、法令などおよび上司の職務上の命令に従う義務、信用失墜行為の禁止、秘密
を守る義務、職務に専念する義務、さらには政治的行為の制限など，職務上の強い制限を課しています。
　服務規律の遵守については、職員研修や通知などにより、周知徹底を図り、綱紀の粛正および服務規律の徹底
に努めています。

７　職員の研修および勤務成績の評定の状況（平成 29年度）
(1)　研修の状況
　　研修機関において職務上の階層ごとに行う、新規採用職員研修、新任課長級研修などのほか、外部講師を招
い　ての「マイナンバー研修」や「情報セキュリティ研修」などを実施し、職員の能力開発、資質向上に努めて
います。
(2)　勤務成績の評定の状況
　　長島町職員の目標管理による人事評価に関する規程により、勤務評定を実施しています。

(6) 特別職の報酬などの状況（平成 30 年 4 月 1 日現在）
区　　分 給料月額など 区　　分 給料月額など

給
料

町　長
副町長

758,000 円
597,000 円

期
末
手
当

町　長
副町長

（29 年度支給割合）　3.15 月分

報
酬

議　長
副議長
議　員

303,000 円
250,000 円
227,000 円

議　長
副議長
議　員

（29 年度支給割合）　3.15 月分

８　職員の福祉および利益の保護の状況（平成 29年度）
区　　分 受診者数

定期健康診断 82 人
結核定期健康診断 71 人

人間ドック

１日ドック 67 人
２日ドック ６人

脳ドック ７人
節目ドック ２人

６　職員の退職管理の状況（平成 29年度）　

退職者数
再就職先

再就職者計再任用 外郭団体 その他企業
など

退 職 時、 課
長 級 以 上 の
職員

５ １ ０ ０ １

　

倒
壊
の
恐
れ
が
あ
る
な
ど
の
危
険
な
空
き
家
の
解
体
を
促
進

し
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、
空
き
家

な
ど
の
解
体
工
事
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

○
補
助
金
額

　

解
体
撤
去
工
事
に
掛
か
る
費
用
の
80
㌫
以
内
の
額

○
条
件

　

・
公
共
事
業
な
ど
の
補
償
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
こ
と

　

・
火
災
を
原
因
と
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と

　

・
町
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

　

・
そ
の
他
要
綱
に
定
め
る
基
準
を
満
た
す
こ
と

○
募
集
期
日
＝
８
月
30
日

○
注
意
事
項

　

・
前
年
度
申
請
済
み
の
も
の
か
ら
予
算
の
範
囲
内
で
実
施
し

　

ま
す
。

　

・
申
請
し
て
も
必
ず
実
施
さ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

地
震
に
対
す
る
安
心
・
安
全
な
町
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・
改
修
工
事
費
用
の
補
助
制
度
が
あ
り

ま
す
。

○
対
象
建
築
物

　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
現
在
居
住
し
て
い

る
木
造
住
宅

○
補
助
限
度
額

　

・
耐
震
診
断
＝
６
万
円

　

・
耐
震
改
修
工
事
＝
30
万
円

（
耐
震
診
断
で
補
強
の
必
要
有
り
と
診
断
さ
れ
た
も
の
に
限
る
）

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

危
険
空
家
等
解
体
撤
去
事
業

木
造
住
宅
耐
震
改
修
工
事
補
助
金

が
け
地
近
接
等
危
険
住
宅
移
転
事
業

住宅・空き家を
災害から守りましょう減災

防災

◎問い合わせ先　役場景観推進課建設係　☎（86）1136［直通］
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長島町で働ける求人情報！
・７月１日～７月３１日ハローワーク出水で掲載受理された求人です。
・応募するにはハローワークからの紹介状が必要となります。求人の詳細に
ついてはハローワーク出水にお尋ねください。
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ポイント

１

ポイント

２

ポイント

３

政府広報　消費税 検索

１
日

２
日

３
日

４
日

５
日

７
日

８
日

９
日

10
日

11
日

12
日

16
日

17
日
～
18
日

19
日

22
日

23
日

24
日

25
日

26
日

27
日

28
日

29
日

30
日

31
日

辞
令
交
付
式　
　
　
　
　
　
　
　
　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
伝
達
式　
（
役
場
）

備
後
漬
物
株
式
会
社
視
察
研
修　
（
広
島
県
）

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
議
会　
（
阿
久
根
市
）

長
島
町
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
総
会　
（
鷹
巣
）

長
島
町
農
業
再
生
協
議
会
総
会

町
長
相
談　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

鹿
児
島
相
互
信
用
金
庫
本
部
新
理
事
長
あ
い
さ
つ

（
鹿
児
島
市
）

三
地
区
親
善
体
育
大
会　
　
　
（
阿
久
根
市
）

県
港
湾
協
会
総
会
・
懇
談
会　
（
鹿
児
島
市
）

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
建
設
促
進
期
成
会
総
会

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
理
事
会（
出
水
市
）

小
浜
海
水
浴
場
海
開
き　
（
小
浜
海
水
浴
場
）

出
水
地
域
開
発
促
進
協
議
会
総
会　
（
役
場
）

全
国
市
町
村
水
産
業
振
興
対
策
協
議
会
常
任

理
事
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
京
都
）

全
国
漁
業
信
用
基
金
協
会
業
務
説
明
会

国
保
連
合
会
理
事
会　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

町
村
会
理
事
会　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

九
州
地
区
漁
港
漁
場
大
会
代
表
者
会
議
・
交
流
会

九
州
地
区
漁
港
漁
場
大
会　
　
　
（
宮
崎
県
）

東
町
漁
協
女
性
部
通
常
総
会　
　
　
（
鷹
巣
）

鹿
児
島
県
立
公
立
学
校
施
設
整
備
期
成
会
評
議
員
会

（
鹿
児
島
市
）

長
島
町
水
泳
記
録
会　
　
　
　
　
　
（
鷹
巣
）

令
和
元
年
度
出
水
地
区
社
会
基
盤
整
備
推
進

協
議
会
定
期
総
会　
　
　
　
　
　
（
出
水
市
）

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会　
（
出
水
市
）

農
林
水
産
技
術
員
連
絡
協
議
会
総
会（
鷹
巣
）

長
島
町
戦
没
者
追
悼
式　
（
町
文
化
ホ
ー
ル
）

湯
ノ
口
砂
防
課
陳
情　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

国
保
連
合
会
通
常
総
会
・
臨
時
理
事
会

（
鹿
児
島
市
）

葛
輪
漁
港
埋
め
立
て
工
事
着
工
式　
（
葛
輪
）

夏
祭
り
納
涼
大
会　
　
（
あ
づ
ま
海
水
浴
場
）

ブ
リ
の
つ
か
み
取
り
大
会

あ
づ
ま
Ｃ
Ｕ
Ｐ
２
０
１
９
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
大
会

（
あ
づ
ま
海
水
浴
場
）

浜
漉
農
道
陰
平
線
お
祝
い　
　
　
　
（
浜
漉
）

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会　
（
出
水
市
）

町
長
相
談　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
田
尻
）

子
ど
も
・
子
育
て
会
議　
　
　
　
　
（
役
場
）

長
島
町
議
会
第
２
回
臨
時
会　
　
　
（
役
場
）

７月

　あなたの住む土地のゾッとす
る怖い話をぜひお楽しみくださ
い。

　画面いっぱいに広がるめん料
理のおいしそうなこと。
　今日は「めん」食べたい！っ
てなるかもね。

小
西　

英
子　

作

　
「
め
ん
た
べ
よ
う
！
」

並
木
　
伸
一
郎
　
作

「
47
都
道
府
県

あ
な
た
の
県
の
怖
い
話
」

外
灯
の
柱
に
よ
り
そ
ひ
か
ら
み
咲
く
凌
霄
花
梅
雨
空
に
映

ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
樫
平　

頼
子

さ
や
さ
や
と
裏
の
竹
林
に
風
渡
り
成
夏
の
雨
が
冷
や
か
に

降
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
尾　

和
子

七
月
の
遅
き
梅
雨
あ
け
急
速
に
紫
陽
花
の
花
彩
り
あ
せ
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
之
下
典
子

七
夕
の
夜
は
棚
曇
り
星
も
な
く
山
の
端
に
う
っ
す
ら
半
月

上
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　

中
山
タ
マ
エ

案
じ
ゐ
し
雨
が
上
が
り
て
凪
ぐ
沖
に
甑
島
の
影
黒
ぐ
ろ
と

見
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浜
田
美
代
子

豪
雨
一
過
止
み
て
日
の
差
す
早
苗
田
は
水
よ
り
出
で
ず
影

を
う
つ
せ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浜
畑　

松
枝

わ
が
植
ゑ
し
茄
子
艶
や
か
に
色
が
濃
く
洗
へ
ば
キ
ュ
ル
と

手
の
内
で
鳴
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
元　

睦
子

デ
イ
ケ
ア
の
終
日
早
く
過
ぎ
ゆ
き
て
友
の
手
に
手
は
皆
温

か
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
尾　
　

操

束
の
間
に
日
の
差
し
憩
ふ
傍
ら
に
初
鳴
き
の
蝉
唐
突
に
聞

く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
下　

ち
江

出
港
の
波
止
場
や
交
む
恋
と
ん
ぼ　
　
　
　

淵
脇　
　

護

梅
雨
夕
焼
水
田
真
紅
の
地
獄
と
も　
　
　
　

二
階
堂
妙
子

梅
雨
入
り
を
喜
び
田
を
引
く
夫
婦
影　
　
　

肥
後　

広
行

樹
も
草
も
梅
雨
を
ま
っ
て
る
農
夫
か
な　
　

二
階
堂
恵
子

万
緑
や
過
疎
化
の
波
の
観
光
地　
　
　
　
　

関　

佳
代
美

［
短
歌
］

目
出
度
き
は
還
暦
迎
ゆ
妹
よ
こ
れ
で
五
人
は
務
め
果
た
せ

り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　
　

貢

人
は
皆
い
づ
れ
は
死
ぬ
と
言
う
な
れ
ど
夢
で
は
あ
ら
じ
娘

逝
く
と
は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

如
月

黒
の
瀬
戸
渦
潮
流
る
る
大
橋
の
か
か
り
豊
け
き
わ
が
長
島

は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
仮
屋
辰
子

鉄
パ
イ
プ
投
げ
あ
げ
空
に
浮
く
せ
つ
な
掴
み
組
み
ゆ
く
職

人
コ
ン
ビ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

母
木　

良
平

年
な
る
と
達
者
の
家
は
出
合
い
場
所
笑
顔
を
挨
拶
遊
び
良

い
所　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田　

末
則

［
俳
句
］

カ
ツ
オ
喰
わ
ず
今
年
の
梅
雨
も
明
け
る
か
も

宗
方　

清
明

風
鈴
の
舌
に
ひ
と
筆
願
ひ
事　
　
　
　
　
　

白
男
川
孝
仁

千
疋
屋
ル
ビ
ー
に
見
ゆ
る
さ
く
ら
ん
ぼ　
　

大
堂　

正
弘

蝸
牛
ゆ
る
み
て
き
た
る
骨
密
度　
　
　
　
　

山
嵜
加
代
子

梔
子
の
解
き
し
花
弁
の
ま
だ
青
し　
　
　
　

脇
田　

武
志

夏
の
日
の
民
話
聞
く
児
ら
心
豊
か
に　
　
　

坂
口　

静
子

旱
梅
雨
五
色
の
旗
や
餅
ひ
ろ
う　
　
　
　
　

大
堂　

早
苗

さ
く
ら
ん
ぼ
雨
の
土
日
と
な
り
に
け
り　
　

迫
口　

君
代

梅
雨
晴
れ
や
水
田
息
吹
く
さ
ざ
れ
波　
　
　

関　

喜
久
雄

消費税・地方消費税の税率は 10㌫へ

税率引き上げは社会保障制度を次世代に引き継ぎ、
皆が安心できる社会にするために必要です。

引き上げ分は、全ての世代を対象とする
社会保障のために使われます。

家計と景気、両方の視点から対策を実施します。

皆が安心できる社会にするためには、安定した財源を確保し、社会保障制度を次世代に引き継
ぐとともに、全世代型へ転換していく必要があります。そのためには 10 ㌫への税率の引き上
げが必要です。

引き上げ分は、消費税・地方消費税ともに、①待機児童の解消②３歳から５歳までの幼児教育・
保育の無償化③真に支援が必要な学生の高等教育（大学など）の無償化④介護職員の処遇改善
⑤所得の低い高齢者の介護保険料の軽減⑥所得の低い年金受給者への給付金の支給などに使わ
れます。

飲食料品（お酒・外食を除く）と新聞（定期購読契
約、週２回以上発行）に係る税率を８㌫に据え置き
ます（軽減税率制度）。
　このほか、家計や景気への影響を緩和するための
各種対策を実施します。 プレミアム付

き商品券
自動車や住宅の
購入など支援

キャッシュレス
決済のポイン
ト還元

一般に「消費税」と呼ばれるものは消費税（国税）と地方消費税（地
方税）を合計したものです。地方消費税収は地方自治体の貴重な財源
として住民の身近な行政に生かされています。
※ 10 ㌫のうち 2.2 ㌫は地方消費税です。

10 月
１日

から
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

　

町
で
は
、
地
域
支
え
合
い
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
の
講
座
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
基
礎
と
な
る
災
害
、
子
育

て
、
高
齢
者
な
ど
を
テ
ー
マ
に
実

施
し
ま
す
。

　

町
内
に
在
住
す
る
中
学
生
以
上

の
か
た
は
ど
な
た
で
も
無
料
で
参

加
で
き
ま
す
。
高
齢
者
元
気
度

ア
ッ
プ
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
対
象
に

も
な
り
ま
す
の
で
、
カ
ー
ド
を

持
っ
て
い
る
か
た
は
持
参
く
だ
さ

い
。

　

希
望
さ
れ
る
か
た
は
各
講
座
申

し
込
み
が
必
要
な
の
で
、
期
限
内

に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
会
場

　

・
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　

開
催
日
＝
８
月
26
日
（
月
）

　
　

申
込
期
限
＝
８
月
19
日（
月
）

　

・
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　

開
催
日
＝
９
月
12
日
（
木
）

　
　

申
込
期
限
＝
９
月
５
日（
木
）

　

・
高
齢
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　

開
催
日
＝
10
月
３
日
（
木
）

　
　

申
込
期
限
＝
９
月
26
日（
木
）

○
獅
子
島
ア
イ
ラ
ン
ド
セ
ン
タ
ー
会
場

　

・
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　

開
催
日
＝
９
月
３
日
（
火
）

　
　

申
込
期
限
＝
８
月
26
日（
月
）

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
86
）
１
１
５
３
［
直
通
］

　

町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
（
86
）
０
１
９
０

10
月
１
日
か
ら
軽
減
税
率
制
度
実
施

　

10
月
１
日
か
ら
消
費
税
お
よ
び

地
方
消
費
税
の
税
率
が
８
㌫
か
ら

10
㌫
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
と
と
も

に
、
消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

　

対
象
品
目
は
大
き
く
分
け
て
①

飲
食
料
品
（
酒
類
・
外
食
な
ど
を

除
い
た
も
の
）
②
週
２
回
以
上
発

行
さ
れ
る
新
聞
（
定
期
購
読
契
約

に
基
づ
く
も
の
）
で
す
。

　

対
象
品
目
の
販
売
（
売
上
）
が

な
い
事
業
者
が
こ
れ
ら
を
経
費
で

購
入
す
る
場
合
や
消
費
税
の
申
告

の
必
要
が
な
い
免
税
事
業
者
が
取

引
先
か
ら
税
率
ご
と
に
区
分
し
た

請
求
書
の
交
付
を
求
め
ら
れ
る
場

合
な
ど
、
こ
の
消
費
税
軽
減
税
率

制
度
は
多
く
の
事
業
者
に
関
係
し

ま
す
。

　

消
費
税
の
申
告
が
必
要
な
事
業

者
は
、
法
人
は
本
年
10
月
を
含
む

事
業
年
度
分
か
ら
、
個
人
事
業
者

は
令
和
元
年
分
か
ら
、
軽
減
税
率

制
度
に
基
づ
い
た
申
告
を
行
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

税
務
署
で
は
、
そ
の
た
め
に
必
要

な
区
分
経
理
・
記
帳
や
決
算
処
理
、

申
告
書
の
作
成
方
法
な
ど
に
関
す
る

説
明
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

説
明
会
の
日
程
や
軽
減
税
率
制

度
に
関
す
る
詳
し
い
情
報
は
国
税

庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
特
設
サ

イ
ト
「
消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度

に
つ
い
て
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
税
務
署

　

☎
（
62
）
０
２
０
０

無
料
調
停
手
続
き
相
談
会

　

お
金
や
土
地
に
関
す
る
紛
争
や

家
庭
内
の
問
題
な
ど
に
つ
い
て
、

裁
判
所
の
調
停
委
員
に
よ
る
無
料

調
停
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

○
日
時

　

９
月
７
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

○
場
所

　

出
水
市
福
祉
会
館
（
出
水
市
平

和
町
97
）

○
相
談
内
容

　

交
通
事
故
に
よ
る
損
賠
賠
償
、

土
地
建
物
の
売
買
、金
銭
の
賃
借
、

離
婚
、
遺
産
相
続
な
ど
に
つ
い
て

の
調
停
手
続
き
に
関
す
る
相
談

※
相
談
内
容
の
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。

○
担
当
者

　

民
事
調
停
委
員
、
家
事
調
停
委
員

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
簡
易
裁
判
所

　

☎
（
62
）
０
１
７
８

障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
入
校
生
募
集

　

障
が
い
の
あ
る
か
た
を
対
象
に
入

校
生
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

○
応
募
資
格

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手

帳
、
精
神
保
健
福
祉
手
帳
の
い
ず

れ
か
を
お
持
ち
の
か
た

※
手
帳
の
な
い
か
た
は
相
談
く
だ

さ
い
。

○
訓
練
期
間

　

令
和
２
年
４
月
か
ら
１
年
間

○
訓
練
科

　

情
報
電
子
科
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

デ
ザ
イ
ン
科
、
建
築
設
計
科
、
義

肢
福
祉
用
具
科
、
Ｏ
Ａ
事
務
科
、

ア
パ
レ
ル
科
、
造
形
実
務
科

○
募
集
期
間

　

・
Ａ
日
程

　
　

９
月
20
日
（
金
）
ま
で

　

・
Ｂ
日
程

　
　

10
月
25
日
（
金
）

　
　
　
　
　

～
11
月
28
日
（
木
）

　

・
Ｃ
日
程

　

令
和
２
年
１
月
６
日
（
月
）

　
　
　
　
　

～
２
月
13
日
（
木
）

○
授
業
料
・
入
校
料
＝
無
料

※
校
内
に
寮
を
完
備
（
寮
費
・
食

費
負
担
有
り
）
し
て
い
ま
す
。
入

寮
は
任
意
で
す
。
介
護
に
つ
い
て

は
対
応
不
可
で
す
。

※
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
あ
っ
せ
ん
を

受
け
た
か
た
は
雇
用
保
険
の
延

長
、
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
・
訓

練
手
当
の
支
給
を
受
け
ら
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。　

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　

☎
０
９
９
６
（
44
）
２
２
０
６

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
出
水

　

☎
（
62
）
０
６
８
５

人
権
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間

　

私
た
ち
の
社
会
に
は
、
同
和
問

題
を
は
じ
め
女
性
や
子
ど
も
、
高

齢
者
な
ど
へ
の
差
別
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
の
悪
質
な
書
き
込
み

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
が
依

然
と
し
て
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
な
ど
の

性
的
少
数
者
へ
の
偏
見
や
差
別
も

顕
在
化
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
人
権
問
題
を
解
決
す

る
た
め
に
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と

り
が
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、

偏
見
や
差
別
の
な
い
社
会
の
実
現

に
向
け
て
意
識
を
高
め
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
皆
さ
ん
も
身
近
な

こ
と
か
ら
人
権
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
人
権
同
和
対
策
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
５
７
４

　
鹿
児
島
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
Ｆ
Ｃ
講
演
会

　

次
の
と
お
り
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。

○
日
時

　

９
月
18
日
（
水
）

　

午
後
６
時
～
７
時
30
分

○
場
所
＝
ホ
テ
ル
キ
ン
グ

○
内
容

　
「
Ｊ
２
元
年
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
Ｆ

Ｃ
の
挑
戦
」
鹿
児
島
ユ
ナ
イ
テ
ッ

ド
Ｆ
Ｃ
代
表
徳
重
剛

○
参
加
料
＝
無
料

○
定
員
＝
３
０
０
人

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

北
薩
法
人
会
事
務
局

　

☎
（
62
）
１
３
３
８

８月 31日（土）まで（郵送の場合：８月 31日当日消印有効）

８月 31日（土）まで
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↑車いす視点で校内を移動

伊唐小が福祉体験学習

思
　７月 13 日、伊唐小学校（山口陽校長・16 人）
では全児童を対象に高齢者福祉体験学習を行いま
した。
　この学習は高齢者の思い、大変さを理解し、児
童自身の人権感覚を育むことを目的に、町社会福
祉協議会の協力を得て実施されました。
　協議会職員から高齢者になると起こる体の症状
について説明があった後、車いす体験と高齢者疑
似体験を行いました。
　６年生の馬場一

か ず ほ

歩さんは「体験を通して、高齢
者のかたは不自由で疲れる思いをしていることが
分かった。これからは何か手伝いをしてあげたい」
と感想を話しました。

いやりを学ぶ

↑Ａランクで優勝した赤崎チーム

第 14回公民館対抗バレーボール大会

崎チームが優勝赤
　第 14 回長島町自治公民館対抗バレーボール大
会が７月８日から 12 日にかけて、町総合町民体
育館で開催されました。
　今大会はＡランクに 10 チーム、Ｂランクに 19
チームが出場。レシーバーの間を通すジャンプ
サーブや強烈なアタックなどレベルの高い試合が
多く見られました。
　大会結果は次のとおりです。
Ａランク

［優勝］赤崎［準優勝］矢堂［３位］浦底Ａ、福ノ浦
Ｂランク

［優勝］蔵之元Ｂ、［準優勝］田尻Ａ［３位］伊唐、中南

↑国体上位を狙う川床 GG クラブのメンバー

川床GGクラブが全国大会に出場

戦を想定し練習本
　川床グラウンド・ゴルフクラブは５月 25 日に
開催された第 74 回国民体育大会グラウンド・ゴ
ルフ競技の県予選会で見事優勝を飾り、９月 13
日から茨城県潮来市で開催される全国大会に県代
表として出場します。
　現在メンバーらは本戦の天然芝のコートに慣れ
るため、天然芝のコートがある熊本県水俣市まで
足を運び、練習に励んでいます。
　福嵜勝行代表は「前回出場した全国大会の成績
12 位よりも上回りたい」と意気込みました。

↑劇中の歌とダンスに子どもたちは大喜び

↑賞状を手にする竹之内さん

令和元年靖国神社献詠歌

之内さんの短歌が入選竹
　令和元年靖国神社献詠歌に竹之内重信さん（蔵
之元）の短歌が預選歌として詠われました。
　献詠歌は靖国神社が毎年日本の平和と繁栄を願
い、国民に広く募集しているものです。
　６月 29 日の靖国神社創立記念日に同所で開か
れた被講式で竹之内さんは「初の投稿で入選され
てびっくり。令和初の記念にもなり嬉しい」と喜
びました。
入選作品

「木蓮の咲き始めたる明るさに平成最後の麦を踏みゆく」
↑平和を願い献花する参列者

長島町戦没者追悼式

久平和を祈る恒
　長島町戦没者追悼式が７月 25 日、町文化ホー
ルであり、遺族ら約 60 人が参列しました。
　式辞で川添町長が「戦後 75 年が過ぎた。現在
の平和と繁栄は過去の尊い犠牲の上に成り立って
いることを風化させず、これからも町の発展のた
めに町民一体となり取り組む」と述べ、遺族を代
表して濵畑順一さん（小浜）が「新しい時代を迎
えても尊い犠牲があったことを忘れてはいけな
い」と弔意を示しました。
　参列者全員が祭壇に献花し、戦没者の安らかな
めい福を祈りました。

第 23回長島町子ども芸術劇場

ズミカルな演劇を楽しむリ
　第 23 回長島町子ども芸術劇場「サッキンチョ
と九助」が７月１日から３日までの３日間、それ
ぞれ獅子島アイランドセンター、町保健福祉セン
ター、町文化ホールでありました。
　この事業は町内の未就学児を中心に芸術への親
しみを育むために毎年開催しているもので、今回
は一般社団法人劇団さんぽ（福岡県糟屋郡須恵町）
を招き行われました。
　自然の大切さを伝えるストーリーを劇団員が歌
とダンスを織りなし熱演。子どもたちは手拍子を
するなど楽しんだ様子でした。

↓
高
齢
者
の
視
力
体
験
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↑それぞれのブースで工作や実験を楽しむ子どもたち

↑ 80 ㌔の餅米が使われた餅投げ

↑青空の下咲き誇るヒマワリ

町青年団がヒマワリで地域活動

光面でも期待観
　７月中旬、城川内地区のバレイショ畑約２㌶を
満開のヒマワリが埋め尽くしました。
　これは長島町青年団がバレイショ農家からの

「緑肥用としてヒマワリを植えたい」との要望を
受け、５月中旬に種まきしたもので、隣接する長
崎鼻灯台公園をバックに写真を撮るかたが多く訪
れました。
　脇田圭祐団長は「地域づくりの一環。” インス
タ映え” する場所なので観光客の増加にも貢献で
きたら」と話しました。↑刺激的な体験活動を楽しむ子どもたち

マリンスポーツ体験会

然体験で豊かな学び自
　町教育委員会では７月 26 日と８月５日の２日
間、児童養護施設慈恵学園（薩摩川内市）の子ど
もたちにマリンスポーツ体験会を実施しました。
　この取り組みは B&G 事業の一環で、体験活動
を通して子どもたちの体力や学習意欲、社会性な
どを育むことを目的としています。
　今回はカヌーや水上オートバイけん引による
トーイングチューブの試乗体験、水辺の安全教室
などが行われました。
　参加者は「カヌーは初体験で怖かったが、慣れ
ると楽しく漕げた。来年も参加したい」と笑顔で
話しました。

わくわくドキドキ科学教室

科
　７月 27 日と 28 日の２日間で科学体験講座「わ
くわくドキドキ科学教室」が町開発総合センター
と町文化ホールでありました。
　今回は 13 の実験コーナーが準備され、町内の
小中学校、長岡技術科学大学、県内外の各工業高
等専門学校、鶴翔高校などの生徒や教諭が講師と
なり、子どもたちに科学の面白さを伝えました。
　バイオエタノールの生成実験やエネルギーを身
近に感じる実験などに子どもたちは興味津々の様
子でした。
　川床小６年の森永咲希さんは「炎色反応の実験
できれいな模様ができた」と満足げでした。

学実験に夢中
葛輪漁港埋め立て工事着工式

業の推進に感謝事
　葛輪漁港埋め立て工事の着工式が７月 27 日、
現地であり、地元住民や国会議員、国・県・町関
係者ら約 80 人が出席しました。
　この工事は漁民の漁業活動に必要な用地不足の
解消と安全を確保するために行われ、埋め立て面
積は 5,800 平方㍍、岸壁延長 60 ㍍で令和３年度
末を完成予定としています。
　式の後は漁民らによる漁船パレードや太鼓の演
奏、餅投げなどが行われ花を添えました。
　早﨑真州男葛輪自治公民館長は「川添町長をは
じめ、皆さんのおかげで事業推進できたことに感
謝。今後も素晴らしい漁港になれば」と期待を膨
らませました。

↑長島のジャガイモが使用された「じゃがいものチュイル」

G20 大阪サミット夕食会

島のジャガイモ提供長
　６月 28 日に大阪迎賓館（大阪府大阪市）で開
催された G20 大阪サミットの首脳夕食会で本町の
ジャガイモを使ったメニューが提供されました。
　この夕食会は本町と「食による地域活性化」な
どで包括連携協定を結んでいる辻調理師専門学校

（大阪府大阪市）の教員が監修と調理を協力。夕
食会前のカクテルタイムで長島産ジャガイモが

「じゃがいものチュイル」として提供され、各国
の首脳が味わいました。 ↑観光客をもてなすための景観整備

道の駅で美化活動

休み前のボランティア夏
　長島町出荷者協議会は７月 24 日、道の駅周辺
の美化活動を行いました。
　この取り組みはお世話になっている道の駅への
感謝と夏休みを前に観光客に気持ちよく道の駅を
利用してもらうためにボランティアで行われ、こ
の日は会員ら約 70 人が参加。黒之瀬戸だんだん
市場と長島ポテトハウス望陽の２カ所に分かれて、
草払いや植木の刈り込み作業などが行われました。
　入口守会長は「きれいになった道の駅に観光客が
たくさん来てくれれば」と額の汗をぬぐいました。

↑漁民らの協力で行われた漁船パレード

1819



↑完成したウェルカムボードを手に笑顔

↑炎天下で行われたボランティア

10,389 (- ５)
  5,038 (- ２)
5,351 (- ３)

  4,497 (+ １)
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　川床ふれあいの郷「花カフェ長島」では７
月 23 日、町内の小学生を対象とした夏休み
体験教室を開催しました。
　今回は自宅に飾るウェルカムボード作りに
児童６人が挑戦。事前にスタッフが準備した
ボードに雑貨を飾り付け、同所の庭園で育て
られたアイビーとニチニチソウを添えました。
　兄弟で参加した蔵之元小４年生の福永 颯

はやて

君、同校３年生の翔君は「ボードはじいちゃ
んの家に飾りたい」と笑顔で話しました。
◎問い合わせ先
　花カフェ長島　☎（87）1600［直通］

夏休み体験教室を開催

2021





月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）
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１ ２

 10/2 10/3 10/1

○鷹巣診療所 86-0054
○林胃腸科外科 73-3639
○野田診療所 84-2023
○おかだクリニック 63-7011
○田畑歯科医院 62-0888
□長島調剤薬局 64-5555
□阿久根薬局 72-1017
□野田調剤薬局 84-2856
□会営薬局 64-8280
◇出水総合医療センター 67-1611

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ

（獅子島）

◎特定健診、胃がん検診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎特定健診、胃がん検診
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎特定健診、胃がん検診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

○平尾診療所 88-2595
○植村整形外科 72-1041
○せき耳鼻咽喉科クリニック64-1187
○わかすぎ皮フ科クリニック64-1313
○児島歯科医院 86-1266
□上野薬局 72-1016
□メープル薬局 62-9292
□オレンジ薬局 79-3972
◇二宮医院 62-0167

□中学校体育大会
（獅子島を除く）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎乳がん・子宮頸がん検診
（午前：町文化ホール、
午後：保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ・天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

○鷹巣診療所 86-0054
○有村産婦人科・内科 73-4180
○さくら通りクリニック 62-2311
○林泌尿器科クリニック64-8800
○北園歯科医院 64-2151
□長島調剤薬局 64-5555
□さかえまち薬局 72-0978
□さくらんぼ薬局 68-7000
□マリン薬局米ノ津店 67-5002
□さくら薬局 63-7700
◇キッズクリニック 63-7707

敬老の日

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ

（獅子島）
○長島クリニック88-6405
○上園医院 73-1055
○福元医院 67-3200
○荘記念病院 82-3113
○つばさ歯科 62-8519
□しおかぜ薬局 88-6011
□本町薬局 73-3233

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎母子相談（２カ月）
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎３歳６カ月健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

○鷹巣診療所 86-0054
○内山病院 73-1551
○整形外科ばばぐちクリニック64-8260
○こどもクリニック永松 64-1500
○きずな歯科 68-8133
□長島調剤薬局 64-5555
□本町薬局 73-3233
□フタヤ薬局 67-5253
□かしま薬局 63-3970
◇こどもクリニック永松 64-1500

□獅子島幼小中学校運動会・
体育大会（獅子島幼小中）

秋分の日

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
○平尾診療所 88-2595
○鶴見医院 73-0553
○しもぞのクリニック 63-8300
○出水病院 62-0419
○上野歯科医院 63-2306
□会営薬局阿久根店 72-5060
□五万石薬局 63-8800

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎幼児歯科検診
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
■びん・有害（獅子島）

■燃えるごみ・天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

○鷹巣診療所 86-0054
○しみずこども医院 68-0633
○出水眼科 62-8350
○境田医院 67-2600
□長島調剤薬局 64-5555
□すくすく薬局 72-5010
□クレモア薬局 63-5401
□エンジェル薬局 65-7637
◇しみずこども医院 68-0633

□小学校運動会
（獅子島を除く）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

祝日には、国旗を掲げましょう！
●９月 16日は敬老の日です。
　敬老の日は「多年にわたり社会につくしてきた老人を敬愛し、
長寿を祝う」ことを趣旨としています。

●９月 23日は秋分の日です。
　秋分の日は「祖先を敬い、なくなった人々をしのぶ」ことを
趣旨としています。
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